
お客様保管用ルーバー材 設置後のご注意

URL : https://www.eco-wood.jp

MAIL : info@eco-wood.jp

本製品は安全のための注意事項を守らないと人身事故になることがあります。

本書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品のお手入れ方法を示しておりますので、ご使用の前に必ずお読みください。

お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。
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禁 止

下記の注意を無視して誤った使い方をすると
死亡や大けがの原因となります。

ルーバーに強い衝撃を与えない
ようにして下さい。部材が落下し
たり、破損によりケガをすることが
あります。

禁 止

本製品は可燃性ですので、周辺
での火気の取扱いにご注意下さ
い。(暖房器具やバーベキューコ
ンロ等を使用しないでください。)

禁 止

ルーバーに看板等の装飾物を直
接取り付けないで下さい。装飾
物がが落下したり、破損によりケ
ガをすることがあります。

禁 止

ルーバーが外れかかっている状態
を放置しないで下さい。部材が
落下してケガをすることがあります。

禁 止

ルーバーに登らないで下さい。
滑って落下したり、部材が破損し
てケガをすることがあります。

下記の注意を無視して誤った使い方をするとけが
をしたり物的損害が発生する原因となります。

禁 止

ルーバーに灯油やガソリン、有機
溶剤が付着した場合はすぐに拭
き取って下さい。部材が変形、
変色する恐れがあります。

禁 止

本製品のペイント仕上げはお避
け下さい。原料にプラスチックを使
用している為、塗料が定着せず
剝れることがあります。

ルーバーへの積雪を放置すると
部材が変形・破損する場合があ
ります。構造物にも負荷がかかり
ますので定期的に雪下ろしをおこ
なって下さい。

禁 止

禁 止

ルーバーに直接布団を干したり、
洗濯物等が直接触れないように
して下さい。経年で発生した粉
や汚れが付直することがあります。
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製品特性に関するご注意

本製品は原料にリサイクル木材を使用していますので、色に若干
のばらつきを生じることがあります。また、木質感の風合いをもたせ
るために表面をサンディング加工しておりますので、芝目のように本
製品の長手方向に順目、逆目があり施工後、光の当たり方や見
る方向、角度により色が部分的に違って見えることがあります。

天然木に見られるように、雨や太陽光の影響により初期にある程
度「退色」しますが、その後はほとんど変化しません。

使用環境によって雨、雪、散水等により製品表面に部分的にシミ
が残ることがあります。付着したシミ・汚れは早めに取り除いて下さ
い。

使用環境により製品表面にカビや苔などが生える場合があります。

表面木質加工(サンディング)した際の削粉、雨や太陽光の影響
により発生した粉及び、表面に残った煤塵や黄砂等による汚れが
付着することがありますので、衣類等や洗濯物・布団などが直接
触れないようにしてください。(衣類等へ粉が付着した場合は、洗
濯機で通常の洗濯をしていただければ落とすことができます。)

降雨等により流れた粉や汚れが周辺に付着する場合があります
ので、周辺で塗装等を行う際には十分ご注意下さい。

本製品は原料に使用している樹脂の特性上、周囲の温度差に
より若干の伸縮があります。

金属加工工事等で発生する金属粉が本製品に付着すると「鉄
汚染」による黒い斑点が発生する恐れがあります。

本製品の中空内部に水が溜まると変形等の不具合が発生する
恐れがあります。
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保守・点検

災害、経年変化等により、ご使用中に不具合が発生する場合
があります。そのまま使用されますと人身事故や物損事故等が
発生する恐れがありますので、落下・飛散防止に配慮し、設置
後は季節毎を目安に点検を行って下さい。(地域、日照等の環
境条件の違いによって取付位置毎の経年劣化に違いが生じる
場合があります。)

暴風雨や地震等の異常天候後は臨時点検を行って下さい。

ひび割れ・破損、固定部の緩み等の点検を行って下さい。定期
点検を怠った場合、割れ・落下リスクを見逃す恐れがあります。

異常を発見した場合は、保証期間内外によらず早急に販売会
社にご連絡の上、対応を協議して下さい。
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お手入れ方法

汚れは使用環境に大きく影響されます。特に、工業地域や海
岸地域、排ガスの多い場所ではお手入れの回数を増やして下
さい。

汚れが付着した場合は、頑固な汚れになる前に清掃等を行っ
てください。

ひどい汚れを落とす場合でも、強酸、強アルカリ、シンナーやベン
ジンなどの有機溶剤、石油類は使用しないでください。

清掃後は、洗剤をきれいに洗い流してください。洗剤が残ると変
色などの原因になることがあります。

高圧洗浄機での洗浄も可能ですが、水圧によっては製品の木
目加工に影響を及ぼしたり、製品表面に跡が残る場合がありま
すので、影響のない部分で状況確認した後に行ってください。

通常のお手入れは、表面についたごみやほこりをほうき等で取り
除き、汚れている部分は柔らかい布かスポンジで水拭きした後
に乾拭きして下さい。

汚れがひどい場合や雨しみが発生した場合は、水で薄めた中
性洗剤を雑巾やスポンジにつけて長手方向(木目方向)に擦る
ように拭き汚れを落とし、洗剤が残らない様に水洗いしてから最
後にしっかりと乾拭きして下さい。

表面についた浅い擦り傷は、サンドペーパーを使用して目立たな
くすることが可能です。表面の汚れを雑巾等で拭き取った後、汚
れ及び傷部分をサンドペーパー（♯24～40）で長手方向（木目
方向）に擦り、傷を取り除いて下さい。最後に表面の削り粉を
清掃して下さい。初期の表面と若干異なることがありますので、
お手入れ場所周辺を含め全体的にぼかす感じでこすることがポ
イントです。
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・本書は、ルーバーをご使用になるお客様へ必ずお渡しください。

・本書は、いつでもお読みいただけるところに大切に保管してください。


